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衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
日
本
の
労
働
生
産
性
が
低
い
理
由
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
日
本
の
労
働
生
産
性
が
低
い
理
由
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

労
働
生
産
性
に
つ
い
て
、
各
国
で
産
業
構
造
に
違
い
な
ど
が
あ
る
中
、
そ
の
水
準
に
つ
い
て
適
切
に
国
際
比
較
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
が
、経
済
開
発
協
力
機
構
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
表
さ
れ
て
い
る
我
が
国
の
時
間
当
た
り
の
労
働
生
産
性
は
、

二
千
十
四
年
は
約
四
十
一
米
ド
ル
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
同
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
お
い
て
現
在
の
同
機
構
へ
の
全
加
盟
国
の

デ
ー
タ
を
遡
る
こ
と
が
可
能
な
二
千
年
以
降
に
つ
い
て
、
我
が
国
の
時
間
当
た
り
の
労
働
生
産
性
の
数
値
を
単
純
に
当
該
加

盟
国
と
比
較
し
た
順
位
を
お
示
し
す
る
と
、
二
千
年
か
ら
二
千
二
年
ま
で
は
第
二
十
位
、
二
千
三
年
は
第
十
九
位
、
二
千
四

年
は
第
二
十
位
、
二
千
五
年
か
ら
二
千
七
年
ま
で
は
第
十
九
位
、
二
千
八
年
か
ら
二
千
十
四
年
ま
で
は
第
二
十
位
と
な
っ
て

お
り
、
ま
た
、
同
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
お
い
て
一
人
当
た
り
の
労
働
生
産
性
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
の
数
値
は
公
表
さ
れ
て

い
な
い
と
承
知
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
日
本
の
労
働
生
産
性
が
先
進
国
の
中
で
も
低
い
理
由
」
に
つ
い
て
は
、
各
国
で
産
業
構
造
に
違
い
な
ど
が
あ

る
中
、
そ
の
要
因
の
順
位
を
お
示
し
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
我
が
国
の
労
働
生
産
性
上
昇
率
に
つ
い
て
は
、
製
造
業

一



は
千
九
百
九
十
年
以
降
お
お
む
ね
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
る
一
方
、
非
製
造
業
は
二
千
年
代
後
半
に
低
下
し
て
い
る
。
我
が

国
の
非
製
造
業
の
労
働
生
産
性
上
昇
率
が
低
い
水
準
と
な
っ
て
い
る
要
因
と
し
て
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
資
本
蓄
積
が
少
な
い
こ
と
な

ど
が
考
え
ら
れ
る
。

三
に
つ
い
て

御
指
摘
の
文
書
に
お
い
て
は
、
一
般
的
に
は
、
非
正
規
雇
用
労
働
者
は
正
規
雇
用
労
働
者
に
比
べ
て
職
業
教
育
訓
練
に
よ

る
人
材
育
成
機
会
が
少
な
い
と
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
非
正
規
雇
用
比
率
が
高
ま
る
と
、
必
要
な
技
能
や
労
働
者
の
熟
練
の

蓄
積
が
な
さ
れ
ず
、
労
働
の
質
が
低
下
し
、
労
働
生
産
性
を
押
し
下
げ
る
可
能
性
が
あ
る
旨
を
申
し
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。

他
方
、
非
正
規
雇
用
比
率
と
労
働
生
産
性
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
知
識
や
経
験
が
蓄
積
さ
れ
た
高
齢
労
働
者
が

非
正
規
雇
用
者
と
し
て
再
雇
用
さ
れ
る
場
合
な
ど
、
様
々
な
要
素
が
労
働
生
産
性
に
影
響
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
同
文
書
に
お
い
て
も
、
そ
の
関
係
に
つ
い
て
は
一
概
に
は
申
し
上
げ
ら
れ
な
い
旨
、
併
せ
て
記
載
し
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

非
正
規
雇
用
労
働
者
の
増
加
が
我
が
国
経
済
に
対
し
て
与
え
る
影
響
は
、
労
働
生
産
性
に
与
え
る
影
響
と
同
様
に
様
々
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

二


